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２．ワケギ栽培系統を識別するために利用できる 11 種類の AFLP マーカ （ー総数の 1.62％）
が得られた．これらのマーカーの有無により，広島 1 号（‘下関’）と広島 2 号（‘寒知らず’
早生系）の識別はできなかったが，他の系統間の識別は可能であった． 
３．ワケギの祖先種であるネギおよびシャロットを用いて同じ 12 プライマー組み合わせに








ネギ属栽培種（Allium cepa，A. fistulosum)とそれらの近縁野生種（A. altaicum，A. galanthum，
A. oscaninii, A. roylei, A. vavilovii）を用いて，核由来のマイクロサテライトマーカーの有効性
を評価した．77 種類（29 種類がタマネギ由来；46 種類がネギ由来；1 種類がタマネギ EST
由来）のプライマーセットを用いて PCR 増幅を行ったところ，いずれの種においても１つ
ないし複数の増幅産物が全てのプライマーセットで得られ，７種のネギ属植物間で多くの





絶滅危惧種 A. roylei の系統図中の位置が異なっていたため，本種のネギ属における分類を明
確にすることはできなかった． 
 
 以上より，本研究において数多くの野菜由来のDNAマーカーが得られ，今後，育種や品種・
系統識別への応用が期待される． 
